
(B)航空機墜落あるいは大地震による廃液タンク破壊

航空機事故に対 して仮に推進側の言 うように完全に守 られていたとして

も,廃液タンクからの放射能漏れ事故は ,大地震による破壊によっても ,

西 ドイツの IRS-290報告で解析されているように ,タ ンクの冷却能力の

喪失によっても起 こりかねません (実際にラ・アーグの1980年 4月 の事故

では ,冷却能力の喪失がきわ どいところまでいき,も う溶液 の沸騰 が始

l,   1      第Ⅳ部 再処理―一「死のサイクル」の終着点

図Ⅳ 15 再処理工場事故の一評価例    まっていたということで
す)。

さて,こ こでの基本的仮

定は,強 く濃縮された廃液

100」を含むタンクが破壊

され ,その内蔵放射能 (ス

トロンチウムー90,ル テニ

ウムー106,セ シウムー134′

セシウム 137が問題とな り

ます)の 1%が外部に放出

されたと考えます。航空機

墜落とか地震などの状況で

は,と てもフィルターなど

まともに働かないでしょう

から,ほんとうは,も っと大量の放射能放出もありうると仮定 してよいか

もけれませんが,こ こでは 1%と ぃう仮定にしておきます。

実際の放出量は ,

ス トロンチウムー90  1.7× 10"(1700兆)ベ クレル

ルテニウムー106   1.1× 105(1100兆) ′′

セシウムー134

セシウムー137

1.3× 1015(1300リヒ)  ′′

2.3× 1015(2300ソヒ)  ′′
です。他の計算の前提・仮定は先のプルトニウムの場合と同じですが,放

出高は地上 Omと考えています。 取之蟷轡彎
警l罪
と試だや∫Jぼ:ぶ森i彙「そ
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